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Ⅰ．はじめに

　我が国の看護基礎教育は、現在の社会情勢の変化に

伴う学生や看護の対象者の生活や特徴の変化、医療体

制の変化に応じて随時検討されている。厚生労働省の

最新の看護基礎教育検討会報告書1)においては、看護

学生の人間関係の希薄化や生活体験不足、コミュニ

ケーション能力不足などが問題とされる一方、タブ

レットやパソコン等の電子機器の扱いに慣れているな

どの特徴が挙げられている。また看護の対象の変化と

しては少子高齢化や対象の多様性・複雑性が指摘され

ており、看護教員にはより高い能力が求められてきて

いる。そのため、厚生労働省では柔軟なカリキュラム

編成や学生が主体的に学ぶことができる教育方法を推

進しており、看護教育機関では個々の教育環境により

画一的な看護教育の提供だけではなく、各機関の教育

方法の検討が必要である1)。
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　看護基礎教育における母性看護学・ウィメンズヘルスの学習は、学習内容の特殊性により画
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「学習不足」「事前学習を行わない」などがあった。AL の課題として「AL の内容」「教員」「教

育設備」「教育機関全体」が挙げられていた。AL の実施にあたっては学習内容や方法、教員の
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　また看護教育の内容は、教育機関だけではなく専門

領域によっても特徴がみられている。特に母性看護学

領域（母性看護学・ウィメンズヘルス）の学習では、

少子化の影響から実習場や受け持ち患者の受け入れが

ますます難しい、生活体験不足により学習内容のイ

メージがつきにくい、学習内容の特殊性より好悪が偏

る傾向にあるといった問題が生じている。このような

現状を踏まえ、本論文は看護学生が母性看護学に関し

てより主体的に理解しやすい学習環境を検討するため、

現在の日本で行われている母性看護学・ウィメンズヘ

ルスに関するアクティブラーニング（以下 AL と略す）

の現状を把握することとした。

Ⅱ．研究方法

　2019 年 9 月 3 日現在、医学中央雑誌 Web、CiNii、

CINHAHL、PubMed、Google Scholar で日本の看護基

礎教育（助産学課程や大学院教育、会議録は除く）に

関して、「母性看護学」「ウィメンズヘルス」「maternal 

nursing」「nursing education」「アクティブラーニング」

「active learning」「nursing students」というキーワード

にて検索を行った。論文の分析は質的記述的に NVivo 

12 を用いて行った。

Ⅲ．研究結果

１．対象論文

　検索した結果、29 編の論文が抽出された。そのうち、

重複した内容の論文や内容が母性看護学領域に特筆し

ていないものを除き、13 編2-14)を対象論文とした（表

１）。論文の種類は、原著２編2･6)、研究報告２編3･5）、

実践報告２編8･11)、報告３編10･12･13)、短報１編7)、その他

（解説・特集）３編4･9･14)であった。出版年は、2018 年

が５編2-6)、2017 年7-9）と 2016 年 10-12 )が各３編、2010

年13)と 1999 年14)が各１編だった。

２．アクティブラーニング（AL）の実際

　AL について１編内で複数の AL について記述して

いるものがあるため、論文の総数と分析結果の総和が

一致しない場合がある。

　AL を受けた対象者は、大学生 12 編（１年生１編、

２年生６編、３年生６編、３～４年生１編）2-5･7-14）、専

門学校生（３年生）１編6)であった。AL を実施した

講義は、講義８編（うち概論・ウィメンズヘルスは３

編）2-4･8･10･12-14)、演習（演習中の講義を含む）５編4･5･7･9･11)、

実習２編 4･6) だった。AL 実施の際、母性看護学領域の

教員以外の助力を受けたのは４編4･10･11･14)だった。

　AL の方法については論文著者の AL についての意

向を踏まえ、論文に記載されている方法をそのまま表

している。多い順にチーム基盤型学習（Team Based 

Learning；以下 TBL と略す）５編2･5-8)、３編ずつみら

れたものはグループワーク4･9･10)とロールプレーイング

4･9･11)、１編ずつみられたものは問題基盤型学習（Problem 

Based Learning; 以 下 PBL と 略 す ）
13)

、Project Based 

Learning9)、Inquiry Based Learning（以下 IBL と略す）

14)、協同学習3)、シミュレーション4)、ディベート12)、

教員作成の DVD 教材による自己学習4)、パフォーマ

ンス課題学習9)、Web による自己学習システム (WEB

クラス ) 4)、サブワークノート3)があった。

３．AL の学生への効果

　AL の評価方法は、質問紙・評価用紙７編 2･4-6･8･12･14)、

ピアレビュー３編4･9･10)、期末試験結果２編4･14)、１編ず

つはディスカッションの振り返り11)、ミニッツペー

パー11)、フォーカスグループインタビュー７）、インタ

ビュー（個人）３）、ポートフォリオの感想13)、授業評価

4)だった。

　AL の学習効果で、AL の受け手である学生の肯定

的な意見・反応は全ての論文2-14)、否定的な意見は 10

編 2･3･5-8･10･12-14) にみられた。また、AL の提供者である

教員・指導者の肯定的11･14)または否定的13･14)な意見は

それぞれ２編にみられた。学生の肯定的な意見・反応
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著者 （出版年） 論文の種類 対象者 アクティブラーニングの教科と方法

山波・土居・加納（2018） 原著 大学生
ウィメンズヘルス看護学Ⅱ：チーム基盤型学習

（Team Based Learning; TBL）

木野・田尻・日隈（2018） 研究報告 大学生
母性看護方法論Ⅰ・母性看護方法論Ⅱ：サブワー

クノートを利用した協同学習

松原・田中・柳本・他（2018） その他（解説） 大学生

・ウィメンズヘルス概論：WEB クラス、テーマ

別課題学習

・母性看護学方法論Ⅰ・Ⅱ：ウェブによる自己

学習システム、DVD 教材、シミュレーション

授業、グループ学習

・母性看護学実習中の学内演習：DVD を活用し

たグループ討議、ロールプレイ

中村・宮内・佐藤・他（2018） 研究報告 大学生 母性看護学演習：TBL (Team Based Learning)

横山・川上・三島（2018） 原著 専門学校生
母性看護学実習：チーム基盤型学習法（Team-

based Learning; TBL）

飯田・五十嵐・新福（2017） 短報 大学生
周産期看護学実習を終えた学部生：チーム基盤

型学習（Team-Based Learning）

増田・高島・青柳・他（2017） 実践報告 大学生
周産期看護学（基礎）（実践方法）：Team-based 

learning（TBL）

福山（2017） その他（解説・特集） 大学生

母性看護学援助論Ⅱ : ロールプレイング、グルー

プワーク、パフォーマンス課題、Project Based 

Learning (PBL) 

有森・桐原・石田・他（2016） 報告 大学生 母性健康支援看護論：グループワーク

岡山・立岡（2016） 実践報告 大学生 育成期母性看護学：ロールプレイング

中尾・吉留・井上・他（2016） 報告 大学生 母性看護ケア論Ⅱ：ディベート

志賀（2010） 報告 大学生 母性看護方法論：Problem based learning (PBL) 

三枝・大平・村本（1999） その他（特集） 大学生 母性看護方法Ⅰ：Inquiry Based Learning (IBL)

表 1 母性看護学領域におけるアクティブラーニングに関する文献一覧 (出版が新しい順に記載 )
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で 最 も 多 い も の は、「 学 習 理 解 が 深 ま る（ ９ 編 ）

2-6･8･11･12･14)」と「グループワークによる肯定的な意見・

反応（９編）2-5･7-9･12･14)【様々な視点・意見が得られた（６

編）2･4･8･9･12･14)】【協調性が得られる（４編）4･5･7･8)】【コミュ

ニケーション力の向上（２編）2･5)】など」であった。

また、「学習意欲が高まる（５編）2･3･5･6･8)」「学内での学

習が実習で生かせる（５編）5-7･9･11)」、「思考力が身につ

く（４編）4･5･8･12)」「楽しい（４編）4-6･8)」「主体的に取り

組める（３編）2･5･12)」「自己学習に取り組める（３編）

2･3･8)」などがあった。１編にみられたものは、「対応力

がつく」12) 「自分で調べる力がつく」5)「リフレクショ

ンに役立つ」3)「教員に認められる」2)であった。

　学生の否定的な意見・反応で最も多いものは「グルー

プワークに関する意見・反応（７編）」2･3･5･7･8･12･13)で、【グ

ループメンバーに対する不満（５編）2･3･7･8･12)】【発言が

苦手・少ない（２編）12･13)】、各１編ずつにみられたも

のは【事前学習を行わない】3) 【グループワークがで

きなかった】3) 【あまり参加できず物足りない】12) 【グ

ループ活動が苦手】2) 【ピア評価についての抵抗が大

きい】5)であった。また、「（学生への）負担が大きい・

時間がかかる（２編）2・12)」「学習不足（２編）6･14)」な

どがあった。１編にみられたものは、「正解が提示さ

れないので不安」10)「より具体的または事前に学びた

かった」7)「内容によって学生が実習で活用できる状況

でない」6)「やることが不明瞭」2)「つまらない」8)「あま

り受講したくない」8)であった。

　教員・指導者の肯定的な意見は「（実習前の）学生

の現状の理解ができた」11)「単元の目標がほぼ達成さ

れていた」14)、否定的な意見は「AL による学生への効

果が期待したものではなかった（用語の正確な理解や

討議の不十分さ）」13･14)であった。

４．AL の課題

　AL の課題は全ての論文2-14)に記載されていた。その

うち学生に関する課題は６編2-4･8･12･13)あり、AL の内容

として「学生の特徴への配慮（事前学習をする学生と

しない学生の差、グループワークが苦手な学生、グルー

プワークやディベートで発言することに抵抗がある学

生など）（６編）2-4･8･12･13)」、「学生のグループ編成の難し

さ（４編）2･4･8･12)」、「個々の学生への関わり（グループ

ワークをしながらも個々の学生の学習を促進する関わ

りの必要性など）（３編）2･4･13)」がみられた。学習環境

の課題は全論文に記載されていたが、内容は主に４つ

（AL の内容、AL を実施する教員、教育設備、教育機

関全体に関する課題）に分けられた。最も多い課題は

AL の内容についてであり（12 編）2-10･12-14)、【AL 実施前

の準備（事前学習）】や【学生への効果と負担の両方

を考慮した AL の内容・種類・頻度】、【AL の評価の

検討】が挙げられていた。次いで多かったものは教員

に関する課題（６編）4･6･9-11･13) で、AL を準備・実施する

ための「マンパワー」や「協力者との協同・交流の強

化」、「AL の教育効果を高めるための教員の臨床実践

能力や熱意」などが挙げられた。教育設備に関する課

題（３編）4･9･10)は、「ICT 環境（YouTube や電子書籍な

ど Web サイトが利用できる）」、「DVD やホワイトボー

ド、書籍が使用できる環境である」が挙げられていた。

また教育機関全体として、「教育機関全体でのカリキュ

ラム、学習環境の整備、教育支援者配置、研修会等組

織などの取り組みなどの充実」（１編）10)があった。

Ⅳ．考察

１．母性看護学・ウィメンズヘルスにおける AL の実際

　経済産業省は 2017 年に「人生 100 年時代の社会

人基礎力」として、３つの能力と 12 の能力要素【①

前に踏み出す力（action）：主体性、働きかけ力、実行

力、②考え抜く力（Thinking）：課題発見力、計算力、

想像力、③チームで働く力（Teamwork）：発信力、傾

聴力、柔軟性、状況把握力、規律性、ストレスコント

ロール力】15)を示している。この社会人基礎力の全て

の能力は看護職においてもとても重要な要素であり、
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かつ医療職という専門知識や技術の修得が必要になる。

特に看護大学の場合は、看護教育と学士教育の両方が

必要となり、既存の知識・技術に加え社会や医療の変

化に伴う情報収集および理解も必要となってくる。そ

のため、文部科学省に設置されている中央教育審議会

では、2008 年に学士課程教育の教育方法の改善とし

て双方向型の授業や学生が能動的・主体的に参加する

授業の必要性16)を、2012 年には求められる学士課程

教育の質的転換として能動的学修（アクティブ・ラー

ニング）の重要性17)を述べ、従来の大学教育の見直し

が大切であると示唆している。上述した看護基礎教育

検討会報告書1)にも、現在の大学生の特徴を踏まえつ

つ必要とされる看護基礎教育の見直しの必要性が述べ

られている。

　今回、母性看護学領域におけるアクティブラーニン

グの現状について先行文献 13 編の分析を行った結果、

ほとんどの文献（11 編）2-12)は 2012 年の中央教育審

議会の答申が出された後に出版され、対象となる学生

はほとんどが大学生であり（12 編）、文部科学省の大

学教育方法の考えに従い看護教育方法を検討・実践さ

れたことがうかがえる。また、Van Amburgh らが示し

た Active Learning Inventory Tool で示された AL の複

雑さ（高い・中程度・低い）18)を基に本研究で使用し

た論文で示された AL の種類をみてみると、主に中程

度～高い複雑性のアクティブラーニングが実施されて

いることが分かった。特に学生個人よりもグループで

学びを深める方法や、母性看護学の対象者（妊産褥婦・

新生児）のイメージ化を高める方法が工夫されており、

これらの傾向は看護基礎教育の中でも特殊性の強い母

性看護領域の学習であり、少子化や人間関係の希薄さ

や生活体験の不足を補うために適切な学習スタイル

だったためと考えられた。

２．母性看護学・ウィメンズヘルスにおける AL の学

　　生への効果

　実際に学生への AL の学習効果は相反する意見（肯

定的・否定的の意見・反応）があったが、肯定的な意

見・反応は否定的なものよりも多くみられていた。全

体的には AL により学習理解が深まる、学習意欲が高

まる、思考力が身につく、主体的に取り組めるなど、

中央教育審議会の答申で示されていた教育の質的転換

の効果がみられていた。また看護学における重要な学

びのポイントである学内での学習・演習と実習との関

連性、協同や対象者の理解についても、特にチーム

で行う AL ではその効果が高められていた。具体的に

は、母性看護学実習では対象者の少なさや選定の難し

さ、ペア実習や受け持ち期間の短さなどにより、実際

に受け持ち患者を持つことができないこともあるため、

対象者が見つかり次第、速やかに学内での知識・経験

を生かしていかなければならない。そのため、学内と

実習場での学習が継続的に行われより学習の理解につ

なげることができたことは、カリキュラム全体に関わ

る段階的な学習効果がみられたのではないかといえる。

その他に、グループによる学習では現在の学生が苦手

な協調性やコミュニケーション力の向上につなげるこ

とができており、看護のみならず社会人基礎力を習得

する一つの機会にもなったのではないかと察せられる。

しかし、否定的な意見として AL は負担が大きく時間

がかかる・学習不足がみられており、学生のカリキュ

ラム（他の授業スケジュールと課題との調整など）や

AL のみで補えない知識・技術の支援の必要性も明ら

かになった。特にグループによる活動ではグループメ

ンバーに対する不満や発言が苦手といった学生の個性

による問題もあり、グループのみならず個別な関りも

必要であることがうかがえた。

３．母性看護学・ウィメンズヘルスにおけるALの課題

　AL による学習効果を上げるためには、学生個人が

学習を促進するような働きかけが重要である19)。　

Chickering と Gamson は、学士教育における優れた実
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践のための７つの原則として①教員と学生のコンタク

ト、②学生間の協同、③能動的な学習、④迅速なフィー

ドバック、⑤学習時間の確保、⑥学生への高い期待、

⑦多様な才能と学習方法の尊重20)を挙げている。この

原則を本論文で引用した文献に照らし合わせてみると、

AL の効果と課題から①～⑦のすべてが反映されてい

ることが分かった。ただし、母性看護学・ウィメンズ

ヘルスにおける AL がより学生の教育に効果的なもの

になるためには、AL を実施する際の課題について検

討していく必要がある。本分析により導き出された

AL の課題としてまず挙げられるのは、AL による学生

への効果に応じて学生への配慮の必要性が指摘されて

いた。また AL を実施するための課題として AL の種

類、AL の内容、実施する教員数・負担、教育設備な

どがすべての論文で挙げられており、AL の実施にあ

たり教員の AL 準備から実際・評価まで従来通りの講

義と比べ、教員の時間・労力・熱意が必要となること

が明確となった。加えて、学内の教育設備として ICT

環境の整備も課題として挙げられている。総務省は教

育・医療の分野における ICT 化の推進を図っており21)、

ICT 環境の整備により実施できる AL の幅を広げる可

能性ある。しかし、ICT 環境が整ったとしても ICT を

使いこなせるかどうかが重要で、生まれたときから

ICT が当たり前にある現代の学生よりも教員が ICT を

使いこなせない場合もあるだろう。よって、AL の計

画段階において学内の ICT 環境や学生・教員双方の

ICT への理解・利用状況を検討することも必要である。

Ⅴ．結　論

　現在の母性看護学領域における AL の実際を把握す

ることで、現在の学生の特徴を踏まえながらより効果

的に特徴のある対象者の理解を行っていく学習方法

について検討を行った。AL には様々な種類があるが、

AL の実施にあたっては学習内容や方法、教員の時間

や労力、学生の特徴、学内での設備を踏まえ十分な準

備が必要である。また AL の学生への肯定的な学習効

果は明らかであるが、否定的な学生の反応・意見もあ

るため、AL のみの学習にこだわらず臨機応変に学習

方法を検討する必要があるだろう。
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